
は
じ
め
に

　
横
浜
市
に
お
け
る
本
格
的
な
下
水
処
理
は
、
昭
和

三
十
七
年
に
稼
働
し
た
中
部
下
水
処
理
場
か
ら
始
ま

る
。
そ
の
後
、
順
次
下
水
処
理
場
を
建
設
し
、
昭
和

五
十
九
年
に
は
本
市
最
後
の
栄
第
一
下
水
処
理
場
が

運
転
を
開
始
し
、
計
画
し
た
十
一
下
水
処
理
場
す
べ

て
が
稼
働
し
た
。
汚
泥
の
集
約
処
理
は
、
昭
和
六
十

二
年
及
び
平
成
元
年
に
稼
働
し
た
二
箇
所
の
汚
泥
処

理
セ
ン
タ
ー
で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
平
成
十
二
年

度
で
は
、
下
水
処
理
水
量
一
日
約
百
五
十
万
㎡
を
処

理
し
、
二
箇
所
の
汚
泥
処
理
セ
ン
タ
ー
で
一
日
約
四

十
ト
ン
（
固
形
物
量
）
の
焼
却
灰
が
発
生
し
て
い
る
。

　
下
水
道
か
ら
発
生
す
る
処
理
水
や
汚
泥
は
、
従
来
、

処
理
水
を
場
内
雑
用
水
と
し
て
一
部
利
用
す
る
以
外

は
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
水
辺
環
境

の
保
全
や
資
源
と
し
て
せ
せ
ら
ぎ
用
水
や
肥
料
、
建

設
資
材
な
ど
へ
の
利
用
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
貴

重
な
資
源
と
し
て
有
効
利
用
す
る
取
組
み
が
社
会
的

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
循
環
型
社
会
へ
の
取
組
み
と
し
て
下

水
道
の
資
源
で
あ
る
処
理
水
、
汚
泥
焼
却
灰
、
消
化

ガ
ス
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

下
水
道
資
源
の
有
効
利
用
の
現
状

　
下
水
道
資
源
の
有
効
利
用
技
術
へ
の
取
組
み
を
図

―
１
に
示
す
。

①
―
処
理
水

　
東
京
湾
な
ど
の
閉
鎖
性
水
域
で
は
、
周
辺
都
市
の

下
水
道
整
備
に
よ
り
水
質
改
善
が
図
ら
れ
た
が
、
現

在
も
富
栄
養
化
の
た
め
赤
潮
等
が
時
折
り
発
生
し
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
富
栄
養
化
の
原
因
で
あ
る
窒
素
、

リ
ン
を
同
時
除
去
す
る
高
度
処
理
が
必
要
に
な
っ
て

お
り
、
施
設
の
増
設
・
更
新
時
等
に
合
わ
せ
高
度
処

理
化
を
進
め
て
い
る
。
現
在
、
高
度
処
理
し
た
処
理

水
は
、
さ
ら
に
砂
ろ
過
、
オ
ゾ
ン
に
よ
る
滅
菌
後
、

せ
せ
ら
ぎ
用
水
な
ど
に
再
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

高
級
処
理
水
を
砂
ろ
過
し
か
処
理
水
も
利
用
し
て
い

る
。
処
理
水
の
利
用
量
（
場
外
分
）
を
表
―
１
に
示

す
。

ア
せ
せ
ら
ぎ
用
水

　
せ
せ
ら
ぎ
用
水
と
し
て
の
利
用
は
、
周
辺
の
都
市

開
発
に
よ
り
汚
水
が
流
入
し
て
悪
化
し
た
水
路
や
、

自
然
の
せ
せ
ら
ぎ
水
や
湧
き
水
が
枯
渇
し
水
量
が
著

し
く
低
下
し
た
水
路
な
ど
に
市
民
の
安
ら
ぎ
の
場
と

し
て
せ
せ
ら
ぎ
を
復
活
さ
せ
る
た
め
、
下
水
道
整
備

に
合
わ
せ
水
路
を
整
備
後
、
高
度
処
理
水
を
放
流
し

て
い
る
。
現
在
、
都
筑
下
水
処
理
場
の
高
度
処
理
水

を
江
川
、
神
奈
川
下
水
処
理
場
の
高
度
処
理
水
を
入

江
川
・
滝
の
川
に
放
流
し
て
い
る
。
入
江
川
せ
せ
ら

ぎ
を
写
真
―
１
に
示
す
。

イ
高
度
処
理
水
の
熱
利
用

　
処
理
水
は
年
間
を
通
じ
て
十
五
～
二
十
五
℃
と
外

気
温
に
比
べ
て
温
度
変
化
が
小
さ
く
、
冷
暖
房
用

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
熱
源
と
し
て
利
用
で
き
る
。
冷
暖

房
は
通
常
、
外
気
を
利
用
し
て
行
っ
て
い
る
場
合
が

多
い
が
、
外
気
の
代
わ
り
に
処
理
水
を
用
い
る
も
の

で
あ
る
。
下
水
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
は
、
設
備
が
コ
ン

パ
ク
ト
に
な
る
、
冷
房
時
に
直
接
外
気
に
放
熱
し
な

い
た
め
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
が
軽
減
す
る
、
な

ど
の
利
点
が
あ
る
。
高
度
処
理
水
の
熱
利
用
は
、
港

北
下
水
処
理
場
の
高
度
処
理
水
を
横
浜
国
際
総
合
競

技
場
の
冷
暖
房
に
利
用
し
て
お
り
、
熱
源
利
用
後
は

同
競
技
場
の
ト
イ
レ
洗
浄
水
、
散
水
な
ど
の
雑
用
水

に
利
用
し
て
い
る
。

ウ
雑
用
水
利
用

　
港
北
下
水
処
理
場
の
高
度
処
理
水
は
、
横
浜
ア

リ
ー
ナ
に
も
送
水
し
、
ト
イ
レ
洗
浄
用
水
な
ど
の
雑

用
水
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

②
―
汚
泥
焼
却
灰

　
南
北
二
箇
所
の
汚
泥
処
理
セ
ン
タ
ー
で
発
生
す
る

焼
却
灰
は
、
平
成
元
年
度
か
ら
改
良
土
、
七
年
度
か

ら
ハ
マ
レ
ン
ガ
、
さ
ら
に
十
一
年
度
末
か
ら
セ
メ
ン

ト
原
料
と
し
て
有
効
利
用
を
図
っ
て
い
る
。
焼
却
灰

の
有
効
利
用
量
を
表
１
２
に
示
す
。

１
―
は
じ
め
に

２
―
下
水
道
資
源
の
有
効
利
用
の
現
状

３
―
お
わ
り
に

図―1　下水道資源の有効利用技術への取り組み表―１　処理水の利用量（場外分）
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②
循
環
型
社
会
へ
の
取
り
組
み
と
下
水
道

２
１



ア
改
良
土

　
改
良
土
は
、
下
水
道
工
事
で
発
生
す
る
発
生
土
に

一
〇
％
の
石
灰
系
焼
却
灰
と
二
％
の
生
石
灰
を
添
加

し
、
山
砂
の
代
わ
り
に
下
水
道
工
事
に
お
い
て
埋
め

戻
し
材
と
し
て
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
改
良
土
を

使
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｃ
Ｂ
Ｒ
（
路
床
上
の
支

持
力
を
表
す
指
標
）
と
土
壌
に
関
す
る
安
全
性
の
確

認
が
必
要
と
な
る
が
、
Ｃ
Ｂ
Ｒ
に
つ
い
て
は
室
内
Ｃ

Ｂ
Ｒ
十
五
％
以
上
、
ま
た
、
安
全
性
に
つ
い
て
は
溶

出
試
験
値
が
土
壌
の
汚
染
に
係
る
環
境
基
準
（
環
告

４
６
号
）
を
ク
リ
ア
し
て
お
り
、
埋
め
戻
し
材
と
し

て
利
用
す
る
に
支
障
は
な
い
。
改
良
土
は
下
水
道
局

の
利
用
だ
け
で
な
く
、
他
局
に
も
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
る
が
、
な
か
な
か
利
用
の
拡
大
が
進
ま
な
い
。

利
用
の
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。
平
成
十
二
年
度
か

ら
は
、
有
価
物
と
し
て
三
千
円
／
㎡
で
販
売
し
て
い

る
。

イ
ハ
マ
レ
ン
ガ

　
ハ
マ
レ
ン
ガ
は
、
焼
却
灰
を
一
〇
〇
％
利
用
し
た

も
の
で
一
〇
〇
M
P
a
（
一
ｔ
／
Ｃ
㎡
）
の
圧
力
で
成
形
し
、

約
千
四
十
℃
の
温
度
で
焼
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
道

路
歩
道
、
広
場
や
公
園
な
ど
の
通
路
に
利
用
で
き
る
。

レ
ン
ガ
に
つ
い
て
は
、
堅
く
加
工
性
が
悪
い
、
施
工

場
所
に
よ
っ
て
は
白
い
粉
（
白
華
）
が
表
面
に
付
く
、

単
一
色
で
変
化
が
な
い
な
ど
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い

る
が
、
半
割
レ
ン
ガ
の
製
造
や
白
華
防
止
処
理
装
置

の
設
置
な
ど
対
応
を
図
っ
て
き
た
。
単
一
色
に
つ
い

て
は
、
レ
ン
ガ
の
上
層
部
だ
け
カ
ラ
ー
に
す
る
技
術

を
確
立
し
た
が
、
設
備
投
資
が
伴
う
の
で
実
用
化
は

図
ら
れ
て
い
な
い
。
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
下
水
道

局
だ
け
で
な
く
、
ハ
マ
レ
ン
ガ
利
用
促
進
会
議
（
庁

内
各
局
連
絡
会
議
）
や
道
路
公
団
、
都
市
基
盤
整
備

公
団
な
ど
に
も
利
用
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

現
在
、
在
庫
量
が
多
い
た
め
、
さ
ら
に
積
極
的
な
利

用
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
レ
ン
ガ
は

市
民
の
目
に
直
接
見
え
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
有
効

利
用
の
Ｐ
Ｒ
効
果
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
一
個
七

十
五
円
（
税
抜
き
）
で
、
現
在
、
公
共
工
事
の
み
に

販
売
し
て
い
る
。

ウ
セ
メ
ン
ト
原
料

　
焼
却
灰
の
セ
メ
ン
ト
原
料
化
は
、
焼
却
灰
が
セ
メ

ン
ト
の
主
原
料
で
あ
る
粘
土
に
成
分
が
似
て
い
る
こ

と
か
ら
、
粘
土
の
一
部
代
替
え
と
し
て
利
用
す
る
も

の
で
あ
る
。
セ
メ
ン
ト
原
料
の
粘
土
は
、
天
然
資
源

を
用
い
て
い
る
が
一
部
を
焼
却
灰
で
置
き
換
え
る
こ

と
に
よ
り
、
資
源
の
節
約
に
貢
献
で
き
る
。
焼
却
灰

に
は
、
セ
メ
ン
ト
に
と
っ
て
有
害
な
リ
ン
と
塩
素
が

含
ま
れ
て
い
る
が
、
低
含
有
量
で
あ
る
た
め
そ
の
ま

ま
セ
メ
ン
ト
工
場
へ
原
料
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
焼
却
灰
の
セ
メ
ン
ト
原
料
化
は
、
下
水
道

事
業
者
が
設
備
投
資
す
る
必
要
も
な
く
、
セ
メ
ン
ト

の
原
料
と
し
て
大
量
に
安
定
し
て
有
効
利
用
で
き
、

か
つ
埋
立
処
分
コ
ス
ト
よ
り
も
安
い
た
め
、
今
後
、

有
効
利
用
の
中
心
と
な
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
セ

メ
ン
ト
原
料
化
は
、
都
市
に
よ
っ
て
は
焼
却
灰
全
量

を
セ
メ
ン
ト
原
料
化
し
た
り
、
脱
水
ケ
ー
キ
で
セ
メ

ン
ト
原
料
化
す
る
な
ど
急
速
に
利
用
が
広
ま
っ
て
い

る
。

③
―
消
化
ガ
ス

　
消
化
ガ
ス
は
、
南
北
汚
泥
処
理
セ
ン
タ
ー
の
卵
形

消
化
タ
ン
ク
で
約
五
％
に
濃
縮
し
た
汚
泥
を
三
十
日

特
集
・
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
⑦
市
の
事
業
と
循
環
型
シ
ス
テ
ム

間
か
け
て
、
三
十
六
℃
の
嫌
気
状
態
で
有
機
物
を
分

解
さ
せ
た
時
に
発
生
す
る
ガ
ス
で
あ
る
。
主
成
分
は

メ
タ
ン
六
〇
％
、
炭
酸
ガ
ス
三
五
％
で
、
都
市
ガ
ス

の
約
半
分
の
カ
ロ
リ
ー
を
も
ち
、
燃
料
と
し
て
利
用

で
き
る
。
汚
泥
処
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昭
和
六
十
二

年
度
か
ら
ガ
ス
発
電
機
の
燃
料
や
汚
泥
焼
却
炉
の
補

助
燃
料
、
あ
る
い
は
管
理
棟
の
一
部
冷
暖
房
用
燃
料

な
ど
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
平
成
十
一
年
度
に
は
、

新
た
に
二
百
K
W
用
燃
料
電
池
の
燃
料
と
し
て
も
利
用

を
開
始
し
た
。
ま
た
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
環
境
事

業
局
金
沢
工
場
と
南
部
汚
泥
処
理
セ
ン
タ
ー
の
間
で

資
源
の
相
互
利
用
と
し
て
消
化
ガ
ス
の
供
給
を
開
始

し
た
。
消
化
ガ
ス
は
九
六
％
以
上
を
有
効
利
用
し
て

い
る
。お

わ
り
に

　
下
水
道
局
で
は
、
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、

下
水
道
資
源
の
有
効
利
用
を
積
極
的
に
進
め
て
い

る
。
処
理
水
の
利
用
は
全
処
理
水
量
の
ま
だ
数
％
に

す
ぎ
ず
、
今
後
、
都
市
に
お
け
る
大
き
な
可
能
性
を

秘
め
た
水
資
源
と
い
え
る
。
ま
た
、
汚
泥
焼
却
灰
は
、

更
に
有
効
利
用
を
進
め
、
平
成
十
六
年
度
に
は
有
効

利
用
率
一
〇
〇
％
を
目
指
し
て
い
る
。
消
化
ガ
ス
は

引
き
続
き
高
利
用
率
の
維
持
を
図
っ
て
い
く
。

　
下
水
道
資
源
を
有
効
利
用
し
て
い
く
こ
と
は
、
水

環
境
の
改
善
、
天
然
資
源
や
化
石
燃
料
の
節
減
に
つ

な
が
り
、
下
水
道
事
業
の
効
率
化
に
も
貢
献
す
る
の

で
、
今
後
と
も
廃
棄
物
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
Λ
下
水
道
局
技
術
開
発
担
当
係
長
Ｖ

写真―1　入江川せせらぎでのザリガニ釣り表―2　焼却灰の有効利用量
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